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鶴見区区政会議 令和３年度第３回全体会議事録（要旨） 

 

１ 日    時  令和４年３月７日（月） 19時 00分～20時 15分 

 

２ 場    所  鶴見区役所 ４階 ４０３・４０４会議室 

  （「Microsoft Teams」を利用したウェブ形式の会議を併用） 

           

３ 出 席 者 

（委員）22名 

（来庁出席） 綿世委員（議長）、鎮西（章）委員（副議長）、小倉委員、勘崎委員、黒澤委員、 

桑名委員、塩見委員、田中委員、段野委員、鎮西（均）委員、南畑委員、宮原委員、

保田委員 

（ウェブ出席）江口委員、梶委員、齊喜委員、坂本委員、島崎委員、寺井委員、西山委員、 

野口委員、安井委員 

 

  （区役所） 

  長沢区長、川畠副区長、髙嶋総務課長、西久保総務課長代理、徳総務課担当係長、 

貴田政策推進担当課長、木村政策推進担当課長代理、田村教育担当課長代理、 

大川（典）市民協働課長代理、山本窓口サービス課長、得能住民情報担当課長、 

丹葉保健福祉課長、日下福祉担当課長代理、浅田子育て支援・保健担当課長、 

後藤保健担当課長代理、市橋子育て支援担当課長代理、菅野保健副主幹、柏木生活支援担当課長 

大川（順）生活支援担当課長代理 

 

４ 議    題 

（１） 令和４年度鶴見区運営方針（案）について 

  （２） 令和４年度鶴見区予算（案）について 

  （３） その他 

 

５ 議    事 

（１） 定足数確認 

区政会議定足数は、委員定数の２分の１で、現在、24名中 21名の出席により、定足数を満

たしている。 

  （２） 長沢区長開会のあいさつ 

  （３） 議員紹介 

  （４） 令和４年度鶴見区運営方針（素案）にかかる意見とその対応について説明 

  （５） 令和４年度鶴見区運営方針（案）について説明 

  （６） 令和４年度鶴見区予算（案）について説明 
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  （７） 委員からの意見・要望等 

【令和４年度鶴見区運営方針（素案）に対する意見とその対応について】 

 地域防災リーダーの選出方法について、各町会から選出するのではなく地域全体から一定

数選出するということであるが、地域防災リーダーが選出されない町会において、情報伝

達等において問題が生じることは無いか。 

 情報伝達等の面から各町会から選出されることが望ましいが、選出できない町会があ

れば他の町会で補うなど選出方法は地域に委ねている。 

 

 町会への加入促進について、「地域と行政とが互いに情報共有しながら検討する」とあるが

具体的にどういったことを検討するのか。 

 リーフレットの作成やホームページにより分かり易くご案内するなど見える形にする

ことを検討している。 

 

 区役所で作成された町会に係るリーフレット等をまちの小さな不動産会社にも配布された

い。 

 大手の不動産会社に配布し、地域の意向を伺い、それ以外の不動産会社にも配布してい

きたい。 

 

 自転車の無灯火、並走について、道路交通法違反であり非常に危険であるので、マナー啓発

や取り締まりを徹底されたい。 

 小学校、中学校、高校において交通安全教室を開催し、マナ―向上について伝えることが効

果的であると考える。 

 無灯火運転は違法であり、区役所からも警察にできるだけ取り締まるよう働きかける。

また、マナーの向上について、区の広報紙に年１回特集記事を掲載している。 

 小中学校、高校における交通安全教室について、運営方針に掲載しており、コロナの感

染状況を見ながら対応していきたい。 

 

【令和４年度鶴見区運営方針（案）について】 

 コロナ禍におけるこどもたちの学校への登校制限に対する区の対応等、運営方針において

タイムリーな施策を反映できないか。 

 運営方針の策定は、前年度 10月から半年先を見据えて行っており、タイムリーな施策

の記載が行えていない。 

 運営方針における各施策の目標設定について、現状把握を踏まえた設定が大事であるため、

例えば、昨年度実績や各課題に関する改善の傾向等を付記することはできないか。 

 単年度比較が行えるよう設定目標に係る前年度実績を掲載しているが、経年変化まで

掲載できていない。この点、区独自資料において分かりやすい形を検討していきたい。 
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   【令和４年度鶴見区予算（案）について】 

 令和４年度鶴見区運営方針にかかげられた課題があり、それを解決するためにかなりの規

模の予算が付けられているが、実際に 1 年間でこれをすべて解決できるのか。項目があま

りにも多すぎないか。 

 かなりの予算規模、事業の数に上がっているが、それだけ区における課題が沢山あると

考えている。これらの課題を解決し、住みよいまちとなるよう、事業を編成している。

区民の皆様の協力を得ながら少しでも進めていきたいと考えている。 

 

 

（８）土岐議員、黒田議員の助言 

（９）長沢区長閉会のあいさつ 

（10）事務連絡 

 配布資料、チラシの説明 

 次回区政会議の予定（６～７月頃） 

 


